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五十嵐小学校区コミュニティ協議会が発足

平
成
十
九
年
四
月
、

「
区
」
制
度
の
施
行
に
伴
い
、
新
潟
市
は

「
区
」
と
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
べ
く
、

小
学
校
区
ま
た
は
中
学
校
区
ご
と
に
、
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の

設
立
を
提
案
し
て
き
た
。
こ
の
市
の
提
案
を
受
け
て
、
当
五
十
嵐

小
学
校
区
で
は
、
昨
年
六
月
囲
日
、
山
日
地
区
事
務
所
長
、
今
井

五
十
嵐
小
学
校
長
、
池
田
地
区
事
務
所
次
長
、
浅
野
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
所
長
、
高
野
地
区
事
務
所
係
長
、
江
戸
同
所
担
当
主
事
各

位
を
お
招
き
し
、
設
立
総
会
を
開
き
、
五
十
嵐
小
学
校
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会

（略
称
五
十
小
コ
ミ
協
）
を
設
立
し
た
。

本」
浜

拶

二
十
嵐
小
■
枚
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会

長

鈴

木

正

明

二
十
嵐
小
学
校
区
で
は
、
昨
年
六
月
四
日
、
二
十
嵐

小
学
技
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を
表
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
文
今
指
定
都
市
と
し
て
の
新
潟
市
の
二
つ
の
都

市
後
の

一
つ

「
地
域
と
と
も
に
育

つ
分
権
型
文
谷
市
」

を
目
指
す
た
め
の
も
の
で
す
。
当
協
議
会
は
、
安

ば
し

て
率
ら
せ
る
自
立
し
た
社
会
を
条
く
た
め
に
、
枚
区
の

特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
皆
様
が
地
域
に
関

ｓ
を
も

っ

て
、
を
し
合

い
、
著
採
起
を
共
有
で
き
る
よ
う
、
行
丈

と
手
を
携
え
、
協
勧
し
て
竹
づ
く
う
に
寄
与
し
て
い
き

た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
文
谷
市
新
潟
に
お
い
て
、
当

協
議
会
は
、
温
か
い
ふ
れ
あ

い
を
大
功
に
す
る
、
文
化

の
本
り
高

い
、
化
に
考
れ
る
町
を

つ
く
る
た
め
の
核
と

し
て
チ
カ
し
て
ま
い
う
ま
す
。

皆
様
の

一
滑
の
ご
協
力
と
ご
指
事
を
お
願
い
】
し
上

げ
ま
す
。

― ヱ



コ
ミ
コ
エ
テ
ィ
協
議
会
と
は

１
　
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

地
域
が

一
体
と
な
り
、
町
内
会
を
中
心
に
、
各

種
団
体
が
参
加
す
る
小
学
校
区
ま
た
は
中
学
校

区
の
組
織
。

２
　
校
区
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
各
種
地
域

団
体
が
協
議
し
、
地
域
活
動
を
実
践
す
る
。

３
　
地
域
の
防
災
、
教
育
、
福
祉
な
ど
の
課
題
に

取
り
組
み
、
地
域
で
で
き
る
課
題
は
地
域
で
解

決
す
る
。

４
　
地
域
課
題
を
協
議
し
、
代
表
を
通
じ
て
、
区

自
治
協
議
会
に
地
域
課
題
の
提
案
を
す
る
。

１
　
学
区
内
に
お
け
る
街
づ
く
り
の
推
進
。

・
地
域
の
諸
課
題
の
把
握
、
課
題
解
決
策
の
検

討
。

・
区

・
市
の
計
画
策
定
等

へ
の
提
案
、
協
力
、

参
加
。

・
区
自
治
協
議
会

へ
の
提
案
。

・
校
区
内
広
報
活
動
の
推
進
。

２
　
学
区
内
住
民
の
生
活
充
実
の
た
め
の
活
動
の

実
施
。
地
域
福
祉
活
動
。

・
地
域
防
犯

・
防
災
活
動
。

・
子
ど
も
の
健
全
育
成
、
非
行
防
止
活
動
。

・
交
流
と
親
睦
の
促
進
活
動
。

３
　
学
区
内
公
共
施
設
な
ど
の
維
持
管
理
。

・
歩
道
の
花
木

・
公
園
な
ど
の
維
持
管
理
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
な
ど
の
管
理
等
。

コ
ミ
コ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
機
能

地域課題の調査 検 討と区自治協議会への提案。

まち (五十嵐小学校区)の 歴史研究。

「コミュニティだよりJの 発行。

(1)防火 ・防災部会
・校区安全対策会議
・防災研究会

部会長 小 林秀司
「備えあれば憂いなしJの 言葉どおり、隣近所
協力し合って、防災訓練や器材の整備、器具の取
り扱いの習熟などにつとめることが大切です。
当部会は防災意識の高揚と、防災についての研
1夕を深め、地域の防火 防 災に貢献する所存です。

(2)青少年健全育成部会
・世代交流スポーツ大会
・子どもボランティア活動の推進
・通学路の安全管理
・社会環境の浄化

部会長 松 瀬義元
中学校区の健合育成部会との関係を明確にしな
がらも、小学校区独自の活動の在り方を追求して
いきます。
スポーツ、ボランティア活動を通しての健全育
成、通学路の安全管理、社会環境の浄化などに努
めます。

(3)防犯活動部会
・防犯研修会
・防犯環境の点検整備

部会長 横 野不二夫
学区内の自主防犯活動を推進し、犯罪のない明
るい社会づくりのための活動をします。
警祭との連携をとり、青少年や高齢者への防犯
指導や防犯環境の点検整備に尽力します。

(4)交通安全活動部会
・交通安全会議
・高齢者自転車競技会
・児童対象自転車の乗り方講習会

・交通安全についての広報活動
部会長 福 田 実

区域住民の交通道徳の高揚を図り、児童生徒や

高齢者の交通安全の確保と交通事故防止に貢献し
ます。
通学路横断歩道の安全点検、信号機 ・カーブミ

ラー設置の現状と改善などに努めます。

(5)福祉活動部会
・高齢者との8、れあいサロン
・子育てふれあい広場 長 寿まつり

部会長 池 野
一男

核家族、少子高齢、家族の介護力低下など、地
域福祉は厳しい現状です。
社会福祉協議会、民■ 児 童委員協議会、老人
クラブ等と協働して、 「向こう三軒両隣りJの 絆
で結ばれた地域福祉の育成に励みます。

(6)文化 ・スポ
ーツ振興活動部会

・世代交流、みんなでウォーキング
・作品展、芸能発表会等、校区内住民の文化事業

部会長 羽 下典男
地域住民の健康増進と親睦、生涯学習及び健全
で明るい街づくりのための活動を推進します。

(7)生活環境部会
・環境整備に関する研究協議会
・クリーンウォーキング

部会長 寺 山和雄
道路、ゴミステーション、交通等々、山積して
いる地域の環境問題を、行政や関係機関と連携し、

解決すべく行動します。
クリーンウォーキングあるいは環境美化ボラン

テイア活動を通して、地域の美化に努めます。
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五十嵐小学校区コヽヽヽ ュニティ協議会 運 営組織図
― 囮

……i三役会i

副会長
小林 勇
(果人寺尾団地

自治会)

愛ロ
ー
雄

(五十嵐 2の町

東自治会)

羽下典男

(五十嵐小学校区
スポーツ振興会)

寺山和雄
(上新栄町第

四自治会)

事務局

局長

安藤耕平

(老人クラブ

高陽会)

会計
半藤千枝子
(果人寺尾団地
自治会)

監事
佐藤貞男
(果人寺尾団地

自治会)

渡辺 謙

(東五十嵐自

治会)

五十嵐自治会長会

(1)寺尾上町自治会
(2)寺尾西新町自治会
(3)寺尾西二・四自治会
(4)寺尾中町自治会
(5)寺尾中央公園自治会
(6)上新栄町第一自治会
(7)上新栄町第二自治会
(8)上新栄町第二自治会
(9)上新栄町第四自治会
は0上 新栄町第五自治会
t,上新栄町第六自治会
d〕興人寺尾団地自治会

位9五 十嵐一の町自治会
tつ清心町自治会
は'東 五十嵐自治会
は0五 十嵐二の町東自治会
tのオアシス会自治会
はゆエバーグリーン五十嵐自治会
は9大 学東自治会
eO南 五十嵐自治会
セ,大学束が丘自治会
の 新大駅前自治会
の 寺尾北県営住宅自治会

会 長
鈴木正明
(清心町自治会)
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(1)防火 ・防災部会

部 会 長 :小林秀司
副部会長 :斎藤 剛

・五十嵐地区防火連合会
|・五十嵐地区自治会運合自主防災会

|1興室単蟹沓全防災会

(2)青少年健全育成部会

部 会 長 :松瀬義元
副部会長 :片桐和子

・五十嵐小学校PTA    ・ ノー トルダム幼稚園
・五十嵐中学校PTA    ・ 教育と環境の 「爽」企画室
・五十嵐地区民生 ・児童委員協議会
・五十嵐中学校区青少年育成協議会五十嵐小学校区代表
・明美ヶ丘幼稚園

(3)防犯活動部会

部 会 長 :横野不二夫
副部会長 :騰川登志子

・五十嵐地区防犯協議会
・五十嵐小学校セイフテイスタッフ
・五十嵐小学校区保護司会

“)交通安全活動部会

部 会 長 :福田 実
副部会長 :星野洋一

・五十嵐小学校区交通安全推進協議会
,交通安全母の会
・新潟西交通安全協会五十嵐支部
・新潟西交通安全協会五十嵐東支部

(5)福祉活動部会

部 会 長 :池野一男
副部会長 :村岡繁次郎

・社会福祉協議会五十嵐支部   ・ 十字園
,社会福祉協議会五十嵐自治協支会 ・V ずヽみ福祉園
・五十嵐地区民生 ・児童委員協議会 ・青松ワークス
・老人クラブ高陽会       引 ままゆう
・愛慈保育園 ・慈仁工房
・松の実保育園          ・ グループホームゆうあい
・五十嵐デイサービスふれあい

(6)文化 ・スポーツ
振興活動部会
部 会 長 :羽下典男
副部会長 :伊達崎健而

・五十嵐小学校区スポーツ振果会
・五十嵐地区コミュニティハウス利用団体
・東五十嵐自治会館利用団体
・上新栄町集会所利用団体

(7)生活環境部会

部 会 長 :寺山和雄
副部会長 :堀川冬子

|・五十嵐小学校区保護司会

|・上新栄町第四自治会生活環境活動部
|1窪 女習霞読墾塁建協議会五十嵐自治協支会
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地
域
の
宝
を
育
て
る

二
十
嵐
小
学
友

槙
長

今
井
　

天ヽ
十

文
今
市
移
行
に
牛
う

「
二
十
嵐
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」

の
☆
立
を
せ
よ
り
お
事
び
ヤ
し
上
げ
ま
す
。
地
域
の
皆
様
方
が

一
体

と
な
り
、
晏
全
と
晏
ｓ
か
つ
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
道
圭
さ
れ
ま

す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
夕
子
化
傾
向
が
二
十
嵐
小
学
技
で
も
顕
著
に
な

っ
て
き
ま

し
た
。
現
在
の
八
〇
〇
そ
の
児
童
数
が
、
六
二
〇
々
に
ま
で
茂
ナ
す

る
見
込
み
で
す
。
そ
ん
な
ヤ
で
、
ま
す
ま
す

「
子
ど
も
は
地
域
の
宮
」

と
し
て
大
坊
に
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人
は
生
ま
れ
育

っ
た
ふ
る
さ
と
を
決
し
て
こ
れ
る
こ
と
は
あ
う
よ

せ
ん
。
そ
の
ふ
る
さ
と
で
多

く
の
人
と
か
か
わ
り
支
た
ら

れ
て
成
長
し
た
思

い
出
が
自

慢
で
き
る
お
れ
る
も
の
で
あ

れ
ば
、

こ
の
上
な
く
十

せ
な

こ
と
で
し

よ
つヽ
。
子
ど
も
た

ち
の
ふ
る
さ
と
は
二
十
嵐

の

地
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
新
生
の
コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が

「
地

域

の
宝
を
育

て
る
協
議
会
」

と
も
言
わ
れ
る
よ
う
な
ん
実

し
た
活
動
を
展
開
さ
れ
ま
す

こ
と
を
ご
期
待
ヤ
し
上
げ

て

お
り
ま
す
。

地域の要望で設置された五十嵐小学校前の信号機
安心して道路を横断する児童たち

下校時に活躍するセイフティスタッフ登校、

青

寧

幼稚園児も保護者も交えた夏休みラジオ体操

アジヤタに興じる子どもたち

編

集

後

記

五
十
嵐
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
会
報
創
刊
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
協
議
会
と
は
な
ん
ぞ

や
」
と
い
う
方
も
多

い
と
存
じ
ま
す
。

学
区
内
の
皆
さ
ん
に

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
今
後
の
当

協
議
会
の
活
動
に
ご
支
援

い
た
だ
く
こ
と

を
願

っ
て
今
号
を
編
集
し
ま
し
た
。

「区
」
制
度
の
施
行
に
伴

い
、

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
の
活
動
も
本
格
化
し
ま
す
。

こ
の
協
議
会
の
設
立
の
意
図

・
機
能
な

ど
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　

　

（安
）
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